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感謝状を受けとる鳥谷部さん（中央）と古川さん（右）

地域住民の声を町政に反映

自治会長会議自治会長会議自治会長会議
　
11
月
22
日
、
各
自
治
会
の
代
表

者
と
町
の
行
政
関
係
者
ら
が
一
堂

に
集
い
直
接
対
話
す
る
自
治
会
長

会
議
が
、
ア
ピ
ル
五
戸
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
町
内
62
自
治
会
の

代
表
者
と
町
・
警
察
・
消
防
・
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
団
体
の

代
表
者
ら
が
出
席
し
、
事
前
に
各

自
治
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
質
問
や

要
望
を
基
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
自
治
会

長
を
務
め
た
鳥
谷
部
志
郎
さ
ん
（
蛯

川
）
と
古
川
政
貴
さ
ん
（
野
沢
）

に
町
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

各
自
治
会
か
ら
の

主
な
質
問
・
要
望
と
回
答

○
ご
み
出
し
に
つ
い
て
、
分
別
が

ま
ち
ま
ち
な
た
め
収
集
さ
れ
な

い
ご
み
が
あ
る
。
自
治
会
で
も

回
覧
板
で
注
意
を
促
し
て
い
る

が
、
改
善
さ
れ
な
い
の
で
ど
う

し
た
ら
よ
い
か

・
町
で
は
、
町
内
全
世
帯
に
「
ご

み
の
出
し
方
」
「
ご
み
の
分
類

表
」
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、

広
報
紙
に
も
記
事
を
掲
載
し
、

分
別
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
ま
す
。
地
域
内
で
お

互
い
に
注
意
し
合
い
、
分
別
の

徹
底
に
よ
る
ご
み
出
し
マ
ナ
ー

の
向
上
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
役
場
保
健
衛
生
課
）

○
県
警
の
交
番
・
駐
在
所
な
ど
の

再
編
計
画
で
、
蛯
川
駐
在
所
が

統
合
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

・
「
交
番
・
駐
在
所
再
編
プ
ラ
ン
」

に
よ
り
、
町
内
で
は
来
年
度
、

蛯
川
駐
在
所
が
警
察
署
所
在
地

交
番
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
再
編
プ
ラ
ン
の
目

的
は
「
警
察
力
再
配
置
に
よ
る

治
安
確
保
機
能
の
強
化
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
駐
在
所
が
廃
止

さ
れ
て
も
従
来
の
治
安
水
準
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

１
月
中
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
住

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
五
戸
警
察
署
）

○
農
村
公
園
の
水
道
料
金
に
つ
い
て

・
農
村
公
園
は
、
地
域
の
憩
い
の

場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と

し
て
、
各
自
治
会
に
維
持
管
理

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
施
設

の
修
繕
は
町
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
電
気
・
水
道
料
金
な

ど
の
管
理
費
に
つ
い
て
は

自
治
会
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
役
場
農
林
課
）

○
会
費
集
金
の
た
め
だ
け
の

よ
う
な
各
種
団
体
へ
の
自

治
会
長
の
理
事
就
任
に
つ

い
て
、
町
の
考
え
は

・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

公
共
的
団
体
に
お
け
る
町

民
へ
の
会
費
な
ど
の
お
願

い
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

団
体
の
人
的
な
不
足
か
ら
、

自
治
会
長
の
理
解
の
う
え

役
員
に
就
任
し
て
も
ら
い
、

地
域
住
民
に
身
近
な
組
織

で
あ
る
自
治
会
に
集
金
を

お
願
い
し
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
集
金
は
大
変
な

ご
苦
労
と
察
し
ま
す
が
、
会
費

は
町
民
の
相
互
扶
助
に
有
益
に

使
途
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
　
　
　
（
役
場
総
務
課
）

○
町
長
の
任
期
中
１
回
く
ら
い
は

集
落
ご
と
に
住
民
と
の
対
話
の

場
を
設
け
ら
れ
な
い
か

・
町
内
に
は
62
の
自
治
会
が
あ
り
、

す
べ
て
の
自
治
会
を
回
る
に
は
、

任
期
中
に
１
回
と
は
い
え
難
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、

地
区
別
に
実
施
し
て
い
る
「
町

長
と
地
域
住
民
と
の
懇
話
会
」で

の
対
話
に
、集
落
の
方
々
に
多
数

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
（
役
場
総
務
課
）
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鳥
谷
部
　
金
章

下
大
町

74
歳

さん

教
育
功
労

瑞
宝
双
光
章

江
渡
　
兼
三

天
満
後

79
歳

さん

三浦町長に受章を報告する小笠原さん（左）

下平さんの指導を熱心に聞く子どもたち

　
こ
の
ほ
ど
、
小
笠
原
義
高
さ
ん

（
舘
町
58
歳
）が
、
社
団
法
人
大
日

本
農
会
の
農
事
功
労
者
表
彰
事
業

に
お
い
て｢

緑
白
綬
有
功
章
」
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。
小
笠
原
さ
ん

は
、
旧
倉
石
村
に
紅
玉
や
丸
い
も

を
導
入
し
、
産
地
化
に
尽
力
し
た

ほ
か
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
オ
ー
ナ
ー
制

の
導
入
、
県
営
農
大
学
校
か
ら
の

研
修
受
け
入
れ
な
ど
、
地
域
の
農

業
振
興
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
受
章
の
報
告
に
三
浦
正
名
町
長

を
訪
ね
た
小
笠
原
さ
ん
は
、「
ま

さ
か
も
ら
え
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。」
と
受
章
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
者
に
は
「
一
歩

先
を
見
て
、
信
念
を
持
ち
、
失
敗

を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
４
日
、
五
戸
町
出
身
の
サ

ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
選
手
下
平
隆

宏
さ
ん
ら
を
講
師
に
迎
え
、
「
柏

レ
イ
ソ
ル
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
が
五

戸
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
昨
年
現
役
を
引

退
し
た
下
平
さ
ん
の
「
地
元
の
サ

ッ
カ
ー
競
技
力
向
上
に
貢
献
し
た

い
。
」
と
い
う
熱
意
を
受
け
、
町

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
会
長
・
a
橋

正
之
教
育
長
）
が
主
催
。
町
内
の

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
約
２
０
０

人
が
参
加
し
、
プ
ロ
の
指
導
を
受

け
て
熱
心
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

　
昭
和
21
年
４
月
、

五
戸
町
蛯
川
国
民

学
校
で
教
職
に
就

い
て
以
来
、
長
き

に
わ
た
り
本
県
の

初
等
中
等
教
育
に

貢
献
し
ま
し
た
。

教
職
38
年
の
う
ち
26
年
余
り
、
五
戸
町
内
の
小
、

中
学
校
で
教
壇
に
立
ち
、
特
に
浅
田
お
よ
び
五
戸

中
学
校
で
は
、
校
長
と
し
て
教
育
環
境
の
充
実
や

教
職
員
の
資
質
向
上
、学
校
経
営
の
充
実
に
努
め
、

町
の
教
育
振
興
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り

安
全
運
転
管
理
者

協
会
、
安
全
運
転

管
理
事
業
主
会
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て

各
事
業
所
の
適
正

な
安
全
運
転
管
理

の
推
進
と
各
種
交
通
安
全
活
動
に
尽
力
。
地
域
に

お
け
る
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止

に
努
め
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
に
多
大
な
貢
献

を
し
ま
し
た
。

秋

の

叙

勲

青
森
県
褒
賞

大
日
本
農
会

「
緑
白
綬
有
功
章
」
に

小
笠
原
義
高
さ
ん

り
ょ
く
は
く
じ
ゅ
ゆ
う
こ
う
し
ょ
う

五戸町統計研究会の皆さん

　
第
44
回
青
森
県
統
計
大
会
に
お

い
て
、
五
戸
町
統
計
研
究
会
と
会

員
４
人
が
各
種
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
同
研
究
会
は
、
円
滑
な
統

計
調
査
活
動
の
遂
行
と
統
計
思
想

の
普
及
発
展
の
た
め
に
組
織
さ
れ

た
も
の
で
、
今
年
で
設
立
50
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

●
農
林
水
産
大
臣
表
彰

　
戸
賀
澤
利
夫
さ
ん（
北
手
倉
橋
）

●
経
済
産
業
大
臣
表
彰

　
三
浦
　
順
平
さ
ん（
熊
ノ
沢
頭
）

●
青
森
県
知
事
表
彰

　
鳥
谷
部
孝
雄
さ
ん（
蛯
川
村
）

　
五
戸
町
統
計
研
究
会（
団
　
体
）

●
青
森
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

　
窪
田
　
耕
蔵
さ
ん（
上
久
保
）

県
統
計
大
会
で

各
賞
受
賞

五
戸
町
統
計
研
究
会
ほ
か

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
を
再
び
！

元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

下
平
隆
宏
さ
ん
が

サ
ッ
カ
ー
教
室
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〈
川
柳
〉

新
年
も
キ
ラ
キ
ラ
の
夢
は
こ
ぶ
町

老
い
行
け
ば
生
家
恋
し
く
母
の
顔

〈
俳
句
〉

鍛
冶
の
音
遠
く
消
え
ゆ
く
長
き
夜

ピ
ン
ポ
ー
ン
と
新
米
背
追
い
サ
ン
タ
兄

〈
短
歌
〉

ふ
ろ
も
良
し
歌
や
お
ど
り
も
に
ぎ
や
か
に

わ
ら
い
あ
ふ
れ
る
（
上
大
町
老
人
ク
）

お
ん
せ
ん
旅
行

紅
葉
に
負
け
ず
と
咲
き
し
濃
い
色
の

真
っ
赤
な
小
菊
に
吾
は
励
ま
さ
れ

若
き
妻
倒
れ
て
間
な
き
命
に
て

人
事
な
れ
ど
涙
乾
か
ず

晩
秋
の
湖
上
遊
覧
友
の
会

枯
れ
た
同
志
の
親
睦
旅
行

出
羽
の
国
そ
ぼ
ふ
る
雨
に
山
紅
葉

色
あ
せ
秋
風
に
舞
散
る
木
の
は

晩
咲
き
の
花
菊
手
折
り
て
墓
参
り

こ
れ
で
今
年
の
花
は
終
り
で
す

長
年
を
病
む
姑
を
介
護
す
る

嫁
の
仕
草
に
眼
湿
ら
す

エ
プ
ロ
ン
の
結
ぶ
後
手
ま
ま
な
ら
ず

小
さ
き
老
い
知
る
朝
の
ひ
と
と
き

年
月
の
流
れ
の
早
さ
ま
た
ひ
と
つ

重
さ
ね
し
年
の
重
さ
に
耐
え
て

　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
上
市
川
中
区
）　

沢
向
匿
名
　
　
　
　
　
　

小
　
手
　
毬
　
　
　
　
　
　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）　

原
　
は
つ
ゑ
　（
上
市
川
下
区
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）　　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

ひ
と

こ

か

ぜ

ま
な
ぐ

扇田婦人消防クラブに配備された軽可搬ポンプ

役場を訪れた江渡幼稚園の子どもたち

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
7
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
「
宝
く
じ
普
及
広
報

事
業
」
の
助
成
を
受
け
て
、
軽
可

搬
消
防
ポ
ン
プ
一
式
、
背
負
式
消

火
ポ
ン
プ
５
基
、
組
立
水
槽
１
基
、

予
備
ホ
ー
ス
９
本
を
購
入
し
、
扇

田
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
（
中
川
原
扶

貴
子
会
長
）
に
配
備
ま
し
た
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
消
防
団
員
の
増

加
に
よ
る
日
中
時
の
消
防
力
の
低

下
を
補
う
た
め
に
組
織
さ
れ
た
女

性
に
よ
る
消
防
隊
は
、
火
災
発
生

時
に
は
初
期
消
火
や
応
急
救
護
、

炊
き
出
し
な
ど
の
支
援
活
動
を
行

い
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
扇
田
地
区
で
は
、
今
年
５
月

４
日
に
発
生
し
た
大
規
模
林
野
火

災
を
機
に
「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識

が
高
ま
っ
て
お
り
、
今
回
の
ポ
ン

プ
配
備
に
よ
っ
て
一
層
の
防
火
・

防
災
活
動
の
推
進
が
図
ら
れ
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
渡
幼
稚
園
（
江
渡
て
る
園

長
）
の
園
児
が
勤
労
感
謝
の
日

に
ち
な
ん
で
役
場
を
訪
れ
、
三

浦
正
名
町
長
に
手
作
り
の
２
０

０
６
年
用
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
役

場
内
を
見
学
し
た
り
三
浦
町
長

に
役
場
の
仕
事
に
つ
い
て
質
問

し
た
り
し
て
「
働
く
こ
と
」
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

手作りカレンダーを
プレゼント

災
害
に
強
い
ま
ち
を
支
え
る

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

平成１７年１２月２０日～
平成１８年１月１０日

火 の 取 り 扱 い は 慎 重 に ！

この時季は、各地で火災の発生が多くなります。
年末・年始を迎えるに当たり、何かと慌ただしくなり、火の取り扱いもおろそかになりがちです。
いま一度、気を引き締めて火の取り扱いを行いましょう。

年 末 ・ 年 始 警 戒年 末 ・ 年 始 警 戒

五　戸　消　防　署

で

ま
り
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五戸町の人事行政の運営状況五戸町の人事行政の運営状況
　「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、その概要をお知らせします。
　公表内容について、職員数に関する状況および給与等の状況は、先月号で公表しているので除き
ます。

大学卒業程度（行政職）
◆採用職員数（平成１６年４月２日～平成１７年４月１日）

選考

試験区分 職　種 採用予定
人　　数

行政職

申込者数
受験者数

１次試験
合格者数

３８人

採用者数

２人３４人 ４人

受験者数
２次試験

合格者数

４人 ２人２人程度上級試験
（大学卒業程度）

計
０人 ２人２人

◆分限処分者の状況
免職
０人

休職
０人

降任
０人

降給
０人

計
０人

◆営利企業等従事制限に係る許可の状況
申請件数
３４件

承諾件数
３４件

◆公務災害の評定状況（平成１６年度）
公務災害
０件

通勤災害
０件

◆勤務条件に関する措置の要求状況

０件
取り下げ 打ち切り 勧告
― ― ―

要求件数
調査・審査結果

◆不利益処分に関する不服申し立て状況

０件
結審済み 審議中 中断
― ― ―

申立件数
調査・審査結果

◆勤務成績の評定状況
現状
今後

各職員について、年１回評定基準日を設けて勤務成績について評定をしています。
勤務成績を人材育成、任用、給与等に反映していくために、新たな人事評価制度の導入を検討していきます。

◆研修受講状況（平成１６年度）
研修区分
基本研修
専門研修
選択研修
派遣研修
計

受講研修数
１４件
１３件
１４件
１０件
１１件

受講者数 内　　　　容
青森県自治研修所（階層別研修）
　　　 〃
　　　 〃
青森県自治研修所（税務、財務研修）
青森県自治研修所（法制執務研修ほか）

１０人
１３人
１５人
１０人
２８人

◆懲戒処分の状況
免職
０人

停職
０人

減給
２人

戒告
０人

計
２人

退職者数
◆退職職員数（平成１６年度）

１９人 平均取得日数
◆有給休暇取得状況（平成１６年１月１日～１２月３１日）

８．５日

勤務時間
◆勤務時間帯

午前８時１５分～午後５時
休憩時間 午後０時～午後０時４５分
休息時間 午前１０時～１０時１５分および午後３時～３時１５分

区　　分
◆育児休業取得状況（平成１６年度）

男
女

取得者数
０人
２人

区　　分
◆介護休暇の取得状況（平成１６年度）

男
女

取得者数
０人
０人

●問い合わせ先　役場総務課　℡６２－２１１１内線２１１

分限処分とは
　職員がある事由によってその職責を十
分に果たすことが出来なくなった場合に、
任命権者（町長）が当該職員をその意に
反して免職・休職・降任・降給のいずれ
かの不利益な処分を行うことを言います。

懲戒処分とは
　職員の義務違反に対して道義的責任を
追及し、任命権者が当該職員を懲らしめ
るため免職・停職・減給・戒告のいずれ
かの処分を行うことを言います。

営利企業等従事制限とは
　職員は、任命権者の許可を受けなければ、営利を目的とする私企業を経営したり、役員
などになったりすること、報酬を得ていかなる事業・事務にも従事することが禁止されて
います。

用語解説

用語解説
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議会ニュース
　
町
議
会
臨
時
会
（
第
20
回
）
が
11
月
28
日
、
１
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
人
件
費
に
係
る

平
成
17
年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
案
な
ど
15
件
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
決
ま
っ
た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
補
正
）の
専
決
処
分
の
承
認

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
、４
８
１
万
１
千
円
を
追
加
し
ま

し
た
。
歳
出
の
主
な
追
加
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
本
庁
舎
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
費
　
　
　
　
６
２
０
万
円

・
上
市
川
地
区
住
宅
団
地
地
形
測
量
業
務
委
託
料
　
６
０
０
万
円

・
倉
石
保
育
所
用
地
購
入
費
　
　
　
　
　
　
１
、２
４
０
万
円

・
管
内
学
校
施
設
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
工
事
費
　
９
６
５
万
円

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
県
支
出
金
お
よ
び
基
金
繰
入
金
な

ど
を
充
当
し
ま
す
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
町
営
ひ
ば
り
野
団
地
建
設
（
１
工
区
）
工
事
に
当
た
り
、

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
東
北
・
立
花
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
と
１
億
７
８
３
万
５
千
円
で
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

▼
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
職
員
の
給
料
月
額
、

扶
養
手
当
、
勤
勉
手
当
な
ど
の
額
を
改
定
し
、
減
額
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
各
会
計
補
正
予
算
（
人
件
費
）

　
17
年
４
月
の
人
事
異
動
お
よ
び
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給

料
、
職
員
手
当
な
ど
の
人
件
費
に
係
る
補
正
予
算
で
す
。

・
一
般
会
計
（
第
５
号
補
正
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
３
２
万
５
千
円
を
減
額
し
ま

し
た
。
第
４
号
お
よ
び
第
５
号
補
正
の
結
果
、
予
算
総
額

は
92
億
４
、５
０
３
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　このほど、町健診センターに乳がん検診用の乳房エックス線撮影装置（マンモグラフィ）が導入され、
１２月１日から検診業務が開始されました。
　乳がんは婦人病の中で発生率第１位を占め、死亡率が年々増加傾向にあります。町では、厚生労働省の
同装置緊急整備事業の補助金１、５００万円を受け、約３、５００万円で装置を購入しました。
　従来の視触診にエックス線撮影を併せることで、より高い精度で乳がん早期発見が可能となります。
　下記の日程でマンモグラフィによる乳がん検診を実施しますので、受診希望の方はお申し込みください。

○実　施　日　平成１８年１月３１日（火）
２月２８日（水）
２月１６日（木）
３月２７日（火）

○場　　　所　五戸町健診センター
○内　　　容　問診、視触診およびマンモグラフィ検診
○対　象　者　平成１７年４月２日から平成１８年４月１日の間

　において４０歳以上の偶数年齢の女性
　※ただし、次の方は受診できません。
・現在、乳腺科の疾病治療中の方、または経
過観察中の方

・現在、授乳中、妊娠中、妊娠と思われる
方、断乳直後の方

・豊胸手術を受けている方
・ペースメーカーを装着している方
・平成１６年度においてマンモグラフィ検診を
受けた方

○料　　　金　３，１００円
○申し込み方法　平成１８年１月２０日（金）までに五戸町健診セン

　ターへ電話でお申し込みください。
○問い合わせ・申し込み先　五戸町健診センター　℡６２－５５１０

当日の受付時間
７：４５～８：００

乳がん早期発見のために
－町健診センターにマンモグラフィ導入－

町健診センターに導入されたマンモグラフィ
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●１１月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,451
（14,371）
12,664
（12,904）
35,143
（34,728）
21,632
（25,432）

12,631
（12,577）
12,468
（12,403）

12,556
（11,401）

15,581
（15,583）

15,397
（14,238）

13,121
（13,948）

11,061
（12,985）
12,248
（12,412）

12,364
（12,212）

18,057
（18,500）
12,276
（12,255）

12,474
（12,323）
12,382
（12,026）
 3,064
（12,052）
12,464
（12,227）

12,608
（12,636）

12,350
（12,070）

15,645
（15,205）

12,350
（12,070）

11,968
（11,925）
11,611
（12,448）
16,153
（16,256）
14,227
（15,378）

12,729
（12,705）
12,450
（12,517）
15,629
（15,711）
13,310
（14,864）

皮膚科
12,161
（12,213）
12,350
（12,070）
11,592
（11,842）
12,350
（12,070）

110,734
（110,252）

114,687
（114,522）

186,261
（184,115）

135,586
（141,505）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,651
（12,517）

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
１
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

104

・
老
人
保
健
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
万
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
26
億
３
、７
６
６
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
59
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
24
億
４
、９
３
３
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
50
万
８
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
17
億
８
、５
９
１
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
61
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
５
億
６
、８
４
５
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
16
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
１
億
９
、１
４
８
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
７
、４
２
２
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
直
診
勘
定
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
１
１
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
１
億
５
、６
３
８
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。
財
源
は
繰
入

金
を
充
当
し
ま
す
。

・
健
診
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
３
万
８
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
２
億
１
、４
６
１
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
病
院
事
業
会
計

　
収
益
的
支
出
を
４
、２
７
８
万
７
千
円
減
額
し
、
総
額
を

30
億
１
９
７
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。
収
益
的
収
入
は
補

正
が
な
く
、
収
支
差
し
引
き
は
６
、３
４
７
万
８
千
円
の
収

入
不
足
と
な
り
ま
す
。

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

副
医
長

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

愛
川
　
俊
信

矢
田
部
宏
一

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

村
田
　
幸
生

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

丸
屋
信
一
郎

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

飯
田
　
健
二

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　（
総
合
診
療
担
当
）

　木
曜
日

　第
２
・
４
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
休
診
し
ま
す

（
た
だ
し
、
小
児
科
は
12
月
31
日
の
午
前
中
診
療
し
ま
す
）

救
急
患
者
は
診
療
し
ま
す

年
末
年
始
の

お
知
ら
せ



●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

学
校
臨
時
技
能
主
事
２
人
程
度

●
応
募
資
格

お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
身
体
健

康
な
方
で
、
五
戸
町
在
住
者
に

限
る
。

●
雇
用
期
間

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
９
月
30
日
ま
で

（
た
だ
し
、
６
か
月
を
超
え
な

い
範
囲
で
更
新
あ
り
）

●
賃
　
金

日
額
　
５
、３
０
０
円

（
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
あ
り
）

●
面
接
の
日
時
お
よ
び
場
所

申
し
込
み
者
に
直
接
通
知
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
期
間

平
成
18
年
２
月
１
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
２
月
20
日（
月
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

所
定
の
履
歴
書
を
教
育
委
員
会

学
務
課
（
倉
石
分
庁
舎
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
用
紙
は
、
学
務
課
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
務
課

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
１
１

i

平
成
18
年
度
保
育
所（
園
）

入
所
児
童
募
集

国
立
宮
古
海
上
技
術
学
校

平
成
18
年
度
生
徒
募
集

●
入
所
で
き
る
児
童

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
就
労
や

病
気
な
ど
の
た
め
保
育
が
で
き

な
く
、
か
つ
同
居
の
親
族
そ
の

他
の
者
も
保
育
が
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
児
童

●
募
集
保
育
所
（
園
）

め
ぐ
み
・
ひ
ば
り
保
育
園
（
60

人
）、
み
ゆ
き
保
育
園
（
90
人
）、

浅
田
・
切
谷
内
・
上
市
川
保
育

所
（
各
40
人
）、
倉
石
保
育
所

（
80
人
）

●
保

育

料

入
所
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
所

得
の
階
層
区
分
に
応
じ
て
、
児

童
１
人
に
つ
き
最
高
３
３
、３

０
０
円
。

※
２
人
入
所
の
と
き
は
、
ど
ち
ら

か
１
人
は
そ
の
２
分
の
１
。

４
月
新
規
入
所
希
望
者

●
提
出
書
類

①
入
所
申
込
書

②
給
与
所
得
者
は
平
成
17
年
分
の

源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
確
定
申

告
者
は
申
告
書
の
写
し（
申
告
後
）

③
保
護
者
の
就
労
証
明
書
、
ま
た

は
意
見
書

④
平
成
17
年
度
町
県
民
税
納
税
通

知
書
・
領
収
書

●
受
付
期
間

平
成
18
年
１
月
16
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
１
月
31
日（
火
）ま
で

●
受
付
場
所

　
役
場
福
祉
課

※
申
込
書
な
ど
は
役
場
福
祉
課
、

浅
田
・
川
内
・
倉
石
支
所
に
あ

り
ま
す
。

※
五
戸
町
以
外
の
保
育
所（
園
）へ

入
所
希
望
す
る
場
合
も
１
月
中

に
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

継
続
入
所
希
望
者

●
面
接
に
よ
る
実
態
調
査

○
２
月
９
日（
木
）浅
田
保
育
所

○
２
月
10
日（
金
）倉
石
保
育
所

○
２
月
13
日（
月
）上
市
川
保
育
所

○
２
月
14
日（
火
）切
谷
内
保
育
所

各
保
育
所
に
お
い
て
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
３
時
〜
５
時

○
２
月
６
日
（
月
）
・
７
日
（
火
）

町
立
公
民
館

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分

め
ぐ
み
・
ひ
ば
り
・
み
ゆ
き
保

育
園

●
提
出
書
類

　
次
の
①
〜
③
の
書
類
を
そ
ろ
え

て
面
接
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

①
給
与
所
得
者
は
平
成
17
年
分
の

源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
確
定
申

告
者
は
申
告
書
の
写
し（
申
告
後
）

②
保
護
者
の
就
労
証
明
書
、
ま
た

は
意
見
書

③
平
成
17
年
度
町
県
民
税
納
税
通

知
書
・
領
収
書

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
２

●
募
集
人
員
　
　
40
人

●
修
業
年
限
　
　
３
年

●
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
者
、
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

（
見
込
み
の
者
を
含
む
）

●
推
薦
入
学
試
験

○
願
書
受
付
期
間

　
平
成
18
年
１
月
６
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
１
月
23
日（
月
）ま
で

○
試
験
日

　
平
成
18
年
１
月
26
日
（
木
）

●
一
般
入
学
試
験

○
願
書
受
付
期
間

　
平
成
18
年
１
月
６
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
２
月
７
日（
火
）ま
で

○
試
験
日

　
平
成
18
年
２
月
12
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
国
立
宮
古
海
上
技
術
学
校

　
℡
０
１
９
３ 

│ 

62 

│ 

５
３
１
６

臨

時

職

員

募

集



o

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

県
民
手
帳
好
評
発
売
中
！

春
休
み
国
際
交
流
事
業
参
加
者
募
集

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出

に
つ
い
て

●
応
募
資
格

県
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

（
議
員
、公
務
員
、行
政
相
談
委

員
、
国
や
市
町
村
の
モ
ニ
タ
ー
、

平
成
13
年
度
以
降
に
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
し
た
方
は
除
く
）

●
委
嘱
期
間

　
平
成
18
年
４
月
下
旬
か
ら
お
よ

そ
２
年
間

●
内
　
容

ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答

（
年
４
回
程
度
）

●
応
募
方
法

住
所･

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性

別
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
、
希
望
す
る
理
由
、
各
種

モ
ニ
タ
ー
の
経
験
、
あ
れ
ば
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
携
帯
電
話
以

外
）
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

メ
ー
ル
で
平
成
18
年
１
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
０
３
０ 

│ 

８
５
７
０

青
森
市
長
島
１
丁
目
１ 

│ 
１

青
森
県
政
策
調
整
課

県
政
モ
ニ
タ
ー
係

℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
１
３
８

 koho@
pref.aom

ori.lg.jp

１　日　時
　　平成1８年１月３日（火）
　　受　付　　９：００
　　開会式　１０：００

２　場　所
　　ひばり野公園陸上競技場前

３　種　目
　　５�コース  10：30  高校生以上男性
　　３�コース  11：00  中学生・40歳以上男性
　　２�コース  11：20  小学生・女性・50歳以上男性

４　参加料
　　無料（大会の保険料は当協会で負担します。）

５　問い合わせ先
　　五戸陸上競技協会　藤村  �62 － 5314

☆　当日、参加受付しますので、お気軽に
　　ご参加ください。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

10
日
ま
で
に
「
農
業
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
」
を
農
家
の
皆

さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
申
請
書
に

基
づ
い
て
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

を
作
成
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
書
を
提
出
し
て
い

な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

資
格
の
あ
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
人
名
簿
に
登
載
す
る
た
め

の
要
件
（
有
資
格
者
）

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
20
歳
以

上
（
昭
和
61
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）
で
次
の
②
ま
た
は
③

に
該
当
す
る
方

②
10
ア
ー
ル
（
一
反
歩
）
以
上
の

農
地
を
耕
作
す
る
農
業
経
営
者

③
②
と
同
居
す
る
親
族
ま
た
は
配

偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
方

●
申
請
書
の
配
布
お
よ
び
回
収
方
法

・
農
事
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

農
事
組
合
長
を
通
じ
て
12
月
中

に
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
農
事

組
合
長
の
指
定
す
る
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
農
事
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
方

個
々
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
、
農

業
委
員
会
事
務
局
（
倉
石
分
庁

舎
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
資
格
が
あ
る
方
で
申
請
書

が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
２

　
平
成
18
年
版
県
民
手
帳
が
現
在

発
売
中
で
す
。
付
属
の
「
ふ
る
さ

と
便
利
帳
」
に
は
県
内
主
要
情
報

が
盛
り
沢
山
。

○
県
の
概
要
・
主
要
統
計
な
ど

○
各
種
名
簿
・
機
関
一
覧
な
ど

○
暮
ら
し
の
窓
口
・
温
泉
情
報
な

ど
※
１
冊
５
０
０
円
（
色
は
緑
と
黒
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
振
興
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
３
４

　
7
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

平
成
18
年
春
休
み
国
際
交
流
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

○
内
　
容

　
日
本
人
小
学
生
と
在
日
外
国
人

小
学
生
と
の
共
同
生
活
や
野
外

活
動
を
通
し
て
、
国
際
交
流
の

第
一
歩
と
し
ま
す
。

○
滞
在
先

　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

○
対
　
象

　
小
学
校
２
年
生
〜
６
年
生

○
申
し
込
み
期
限
（
先
着
）

　
平
成
18
年
３
月
７
日
（
火
）

●
春
休
み
海
外
派
遣
事
業

○
内
　
容

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
、
文
化
交
流
な
ど

○
派
遣
先

　
米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド

○
対
　
象

　
小
学
校
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

○
申
し
込
み
期
限
（
先
着
）

　
平
成
18
年
２
月
３
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
7
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
℡
０
３ 

│ 

３
３
５
９ 

│ 

８
４
２
１
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青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

平
成
17
年
12
月
21
日
か
ら
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
鉄
鋼
業
　
　
　
　
　
７
２
６
円

○
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
製
造
業
　
　
　
　
６
６
９
円

○
各
種
商
品
小
売
業
　
６
６
４
円

○
自
動
車
小
売
業
　
　
７
０
３
円

　
な
お
、
右
記
の
産
業
以
外
は
青

森
県
最
低
賃
金
（
時
間
額
６
０
８

円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
労
働
局
　
賃
金
室

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

４
１
１
４

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
18
年
度

第
１
学
期（
４
月
入
学
）「
教
養
学

部
生
」
、
「
大
学
院
修
士
選
科
生
」

お
よ
び
「
大
学
院
修
士
科
目
生
」

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
出
願
受
付
期
間

　
平
成
18
年
２
月
28
日（
火
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
（
ユ
ー
ト
リ
ー
内
）

　
℡
70  

│ 

１
６
６
３

●
日
　
時

平
成
18
年
１
月
15
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

●
場
　
所

五
戸
ド
ー
ム
・
ひ
ば
り
野
ス
ポ

ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

マ
ラ
ソ
ン
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導

●
対
　
象

　
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
五
戸
ド
ー
ム
内
）

℡
62  

│ 

２
３
０
１

　
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
個
々
の
労
働
者

と
事
業
主
の
間
の
労
働
条
件
、
募

集
・
採
用
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
労
働

関
係
の
あ
ら
ゆ
る
紛
争
を
対
象
に

無
料
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
（
八
戸
労
働
基
準
監
督
署
内
）

　
℡
46  

│ 

３
３
１
１

!0

青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

宇
佐
美
彰
朗
ス
ポ
ー
ツ

教
室
参
加
者
募
集

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

建
設
現
場
で
働
く
方
の
た
め
に

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と

い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退

職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
は
、
労

働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
、
掛
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

●
掛
　
金

　
日
額
３
１
０
円

●
特
　
長

・
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

（
加
入
時
の
経
費
な
し
）

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
退
共
青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
２
２ 

│ 

７
６
１
１

全
国
ど
こ
の
現
場
で
も

建
退
共
制
度
！！

職

場

で

の

ト

ラ

ブ

ル

解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

放
送
大
学
学
生
募
集

日　時　平成18年１月28日（土）10：00～15：40

場　所　ぱるるプラザ青森（青森市 青森駅前）

対　象　一般県民

内　容　・パネルディスカッション
　　　　・「子どもの読書習慣を育むために」

　　　　・講　演
　　　　　「晴子情歌・新リア王と青森」
　　　　　講　師　高村　薫　氏（作家）

　　　　・対　談
　　　　　「自然・風土・人～青森の味わい深さ～」
　　　　　高村 薫 氏 VS 三村 申吾 知事

問い合わせ・申し込み先
県教育庁　生涯学習課　�017－734－9889

　
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
に
は

継
続
検
査
（
車
検
）
用
の
納
税
証

明
書
が
付
い
て
い
ま
す
が
、
紛
失

な
ど
に
よ
り
再
発
行
を
受
け
る
場

合
に
は
、
①
自
動
車
検
査
証
②
納

税
義
務
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
、
旅
券
な
ど
）
③
本
人
の

印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
代
理
の
方
が
申
請
を
行
う
場
合

に
は
、
①
自
動
車
検
査
証
②
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類
③
代
理
人
の

印
鑑
④
納
税
義
務
者
か
ら
の
委
任

状
が
必
要
で
す
。

　
継
続
検
査
用
以
外
の
納
税
証
明

書
を
申
請
す
る
場
合
は
、
手
数
料

と
し
て
青
森
県
証
紙
で
４
０
０
円

を
頂
い
て
い
ま
す
。
申
請
に
必
要

な
も
の
は
継
続
検
査
用
と
同
様
で

す
が
、
代
理
人
申
請
の
際
の
委
任

状
へ
の
押
印
は
納
税
義
務
者
本
人

の
実
印
と
な
り
、
印
鑑
証
明
書
の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
県
税
事
務
所

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１

県 税だより
自
動
車
税
納
税
証
明
書
の

再
発
行
手
続
き
に
つ
い
て

平成１７年度

読書活動推進県民大会
平成１７年度

読書活動推進県民大会
平成１７年度

読書活動推進県民大会
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1月の
行事予定
1月の
行事予定

1月の
相 　 談
1月の
相 　 談

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

■３日（火）　第24回新春マラソン大会
　９：００受付　 ひばり野公園

■３日（火）　新春書き初め大会
　９：００～　 町立公民館

■４日（水）　五戸町表彰式・年賀交換会
　１１：００～　 町立公民館

■８日（日）　五戸町成人式
　１２：３０受付　 町立公民館

■15日（日）　宇佐美彰朗スポーツ教室
　９：３０～　 五戸ドーム・ひばり野スポーツ交流センター

■６日（金）・８日（日）・
■11日（水）・13日（金）
　新春子どもアニメ映画会
　１３：３０～　 町図書館

相談は無料です

■10日（火）行政相談
　１０：００～１５：００　倉石コミュニティセンター

■２4日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石温泉

■毎週木曜日
　みんなの保健室（健康相談）
　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談
　日程は相談者と調整
　℡０１７－７３４－９２３５

平成18年度 町県民税の申告相談および

平成17年分 所 得 税の確定申告書作成日程

■混雑が予想されますので、決められた日に申告するようご協
力をお願いします。

■下記期間中は、役場税務課での申告受付はいたしませんので
ご注意ください。

月　日

２／７７ 火

会　　場対　象　地　区

石　呑

２／７８ 水 佐野・粒ケ谷地

２／７９ 木 中区・北市川

２／１０ 金 上区・池ノ堂 瑞　穂　館瑞　穂　館

町立公民館

豊間内コミュニ
ティセンター

倉石コミュニ
ティセンター

浅水活性化
センター

２／１３ 月 切谷内

２／１４ 火 菖蒲川・大森・大久木

２／１５ 水 下　区

２／１６ 木 豊間内

２／１７ 金 岩ノ脇・志戸岸

２／２０ 月 扇田・野沢・北向（浅水）・関口

２／２１ 火 浅水下・下豊川・上豊川

２／２２ 水 浅水上・手倉橋・荷軽井

２／２３ 木 中　市

２／２４ 金
浦田・向平・松山・小渡・水上・横倉・大久保

清駒・槍沢・鳥沼新田・一ノ坪・風原平・木戸場

２／２７ 月 山田・太田・谷地中・北向（倉石）・沼沢・鎗水

２／２８ 火 舘町・宮台・森冬・古川代・平成

３／７１ 水 石沢・荒町

２／７２ 木 蛯川・根前

２／７３ 金 ひまわり・兎内・下新井田

２／７６ 月 ひばり野

２／７７ 火 博労町

２／７８ 水 博労町

２／７９ 木 博労町・新町

２／１０ 金 新町・下大町

２／１３ 月 下大町

２／１４ 火 上大町

２／１５ 水 川原町

●受 付 時 間　午前９時から11時
　　　　　　 午後１時から３時
●問い合わせ先　役場税務課　℡６２－２１１１　内線１２３・１２４
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№131

「
献
上
米
を
納
め
た
三
浦
芳
三（
下
）」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０,２１２人　（－８）

　女　１０,９４７人　（－10）

総人口２１,１５９人　（－18）

世帯数１６,９１２世帯（±０）

平成17年12月１日現在

１月 の 納 期 

納
期
限
１
月
31
日

 

国
民
健
康
保
険
税  

第
４
期

 

介
護
保
険
料  

第
４
期

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

田植えの早乙女30人と関係者たち

抜穂のとき見学者に囲まれた芳三（中央の白装束）

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
学
校
法
人
紫
苑
学
園
三
戸
紫

苑
幼
稚
園
（
川
村
亨
園
長
）

か
ら
１
万
円

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
岡
村
商
店
か
ら
１
９
、８
０

０
円

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
八
戸
信
用
金
庫
（
小
野
隆
理

事
長
）
か
ら
20
万
円

さ
お
と
め

か
す
り

あ
わ

お
ん  

し

よ
　
み

　
田
植
え
直
前
、
絣
着
物
に
編
笠

を
持
っ
た
早
乙
女
と
指
導
す
る
若

者
た
ち
が
記
念
写
真
に
納
ま
っ
た
。

　
芳
三
ら
は
水
の
管
理
や
世
話
な

ど
を
や
り
、
除
草
や
倒
伏
に
気
を

配
っ
た
。
三
か
月
後
の
九
月
二
十

八
日
朝
、
古
式
ゆ
か
し
く
「
抜
穂

式
」
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
続
い

て
、
黄
金
色
に
実
っ
た
稲
穂
を
娘

さ
ん
た
ち
が
一
束
ず
つ
丁
寧
に
手

刈
り
し
た
。

　
乾
燥
調
製
後
、
脱
穀
し
た
献
上

米
は
集
落
の
協
力
者
に
よ
っ
て
一

粒
ず
つ
厳
選
さ
れ
、
十
月
二
十
五

日
、
皇
居
で
の
献
納
式
に
臨
ん
だ
。

芳
三
は
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
、
妻
ち
え

子
は
留
袖
姿
で
上
京
。
南
部
か
ら

芳
三
の
米
（
約
一
升
と
推
定
）
、

津
軽
か
ら
粟
が
献
上
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
宮
内
省
か
ら
芳
三
に

対
し
て
感
謝
状
と
菊
の
紋
章
付
き

の
祝
菓
、
恩
賜
の
タ
バ
コ
が
授
与

さ
れ
、
宮
城
内
の
見
学
が
許
さ
れ

た
。

青
森
県
三
戸
郡
豊
崎
村

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
芳
三

一
、
精
　
米

　
右
、
献
穀
新
嘗
祭
の
節

　
御
供
進
被
爲
在
候
事

　
昭
和
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
宮
　
内
　
省
　
�
　

　
式
に
出
席
し
た
ち
え
子
は
「
こ

の
当
時
、
普
通
の
農
民
が
宮
中
を

見
た
り
賞
状
を
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
世
の
中
で
、
夢

の
よ
う
な
出
来
事
で
し
た
。
」
と

懐
古
す
る
。
芳
三
三
十
八
歳
、
ち

え
子
三
十
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

　
翌
十
四
年
に
は
消
防
組
か
ら
警

防
団
へ
の
編
成
替
え
が
あ
り
、
十

五
年
四
月
一
日
、
豊

崎
村
警
防
団
と
改
め
、

団
長
は
小
泉
惣
三
郎
、

副
団
長
に
三
浦
芳
三
、

西
山
和
吉
を
任
命
。

村
の
消
防
活
動
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。

　
五
戸
小
や
豊
間
内

小
の
代
用
教
員
を
退

職
し
、
出
身
地
で
農

業
の
手
伝
い
を
し
て

い
た
こ
ろ
は
青
年
団
長
も
務
め
、

日
支
事
変
の
時
は
部
落
会
長
、
続

い
て
村
議
会
議
員
を
戦
後
の
三
十

年
ま
で
の
四
期
担
当
し
て
い
る
。

　
そ
の
間
に
は
、
豊
間
内
小
学
校

父
母
と
教
師
の
会
の
組
織
造
り
に

参
画
。
父
母
た
ち
か
ら
の
推
挙
に

よ
り
昭
和
二
十
二
年
四
月
、
初
代

会
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
豊
崎

村
農
業
協
同
組
合
の
初
代
組
合
長

に
も
選
ば
れ
た
。
昭
和
二
十
六
年

に
は
、
小
泉
重
次
郎
村
議
会
議
長

か
ら
三
代
村
議
会
議
長
に
選
出
さ

れ
た
芳
三
に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
た
。

　
当
時
、
町
村
合
併
問
題
が
浮
上

し
た
豊
崎
村
は
二
派
に
分
か
れ
て

の
争
い
と
な
っ
た
。
苦
労
の
絶
え

な
い
毎
日
と
な
り
、
議
長
四
年
で

村
政
か
ら
身
を
引
い
た
。

　
そ
の
後
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね

た
三
十
ア
ー
ル
の

ぶ
ど
う
園
を
経
営
。

大
西
喜
三
郎
や
三

浦
源
五
郎
ら
と
栽

培
研
究
を
続
け
、

生
産
さ
れ
た
ぶ
ど

う
は
家
族
が
地
元

の
市
場
に
出
荷
し

た
と
い
う
。

　
豊
間
内
小
学
校

創
立
百
周
年
記
念

式
典
が
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
日

に
行
わ
れ
、
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と

し
て
協
賛
会
か
ら
芳
三
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
一
月
五
日
、
脳

い
っ
血
の
た
め
七
十
八
歳
で
黄
泉

の
人
と
な
り
、
豊
間
内
の
共
同
墓

地
に
眠
る
。
献
穀
田
に
参
加
し
た

関
係
者
も
ほ
と
ん
ど
他
界
し
、
田

植
え
を
し
た
三
浦
ハ
マ
さ
ん
、
巴

ミ
ヨ
さ
ん
ら
数
人
が
知
る
程
度
で

あ
る
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一


